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序 

El Nino /Southern Oscillation (ENSO)に関連

するテレコネクション・パターンとしは

Pacific/North America (PNA) パターンが有名

である（Horell and Wallace, 1981, 以後HWと

略記)。しかし最近ではそうではないという説

が力を得てきているようだ（例えば、Straus and 

Shukla, 2002)。ところでHWが解析をした期間

は1950－1978年の冬期であり1970年代後半に

起きた太平洋域のレジームシフト以前の期間

に対応している。太平洋域のレジームシフトに

追随して熱帯域のENSOの構造にも変化が起き

たことが知られている(Wang and An , 2001)。

また、ENSOの太平洋域外への影響、例えばイン

ド洋域への影響の変化(Annamalai et al., 

2005)なども知られている。 

 

このことから最近の解析とHWの解析結果の違

いはHWの解析に問題があるのではなく1970年

代後半に起きたレジームシフトと共にENSOテ

レコネクションが変化した可能性が考えられ

る。本研究ではその変化がどの様に、どうして

起こったのかについて検討を行う。 

 

 

結果 

NCEPの再解析データ(Kalnay et al., 1996)を

用いて太平洋レジームシフト前後でのENSOテ

レコネクションがどう変化したかを見るため

にデーターを1950―1978年、1979－2007年の期

間に2分して解析を行った。1978年以前と1978

年以後の冬期（12、1、2月）平均のNino 3.4 の

海面水温と各緯度・経度の500、150、50hPa高

度との相関係数をそれぞれ図１aとbに示す。

1978年以前の500hPa面では北平太平洋、カナダ

西部、米国東南部に負、正、負の高相関域があ

りPNAに類似した特徴を示している。500hPaで

太平洋にあった負相関域は上層に行くと共に

西に移動し成層圏へと伝播している。 

 

レジームシフト以後の500hPaの相関パターン

は太平洋の負相関域が東太平洋に限定されて

いること、アメリカの正相関域の中心はハドソ

ン湾域にあるなどPNAよりTropical/Northern 

Hemisphere (TNH)パターン(Livezey, R. E., 

and K. C. Mo , 1987)に類似している。アメリ

カの負相関域はTNHよりもさらに西、カリブ海

からメキシコに位置しており太平洋からのロ

スビー波の伝播(Hoskins and Karoly, 1981)と

いうより東西風の強弱に伴う気圧場の南北シ

ーソーとしての特徴を示している。成層圏に入

ると小さなスケールの変動は消え波数１，２の

構造が浮かんでくるが位相の変化は無く対流

圏に捕捉された変動と言えよう。さらに1978年

以降の変動の特徴としては太平洋・北アメリカ

域だけでなくユーラシア上にも類似のテレコ

ネクション・パターンが見られる。これは対流

圏上層でより明瞭である。 

 

赤道外へのENSOの影響としてはロスビー波の

励起の他に、亜熱帯ジェットの変動が考えられ

る。亜熱帯ジェットに対するENSOの影響を見る

ために図２に図１と同じくNino 3.4 の海面水

温と各緯度・経度の200Paの東西風との相関係

数を二つの期間に分けて示す。1978年以前では

正の高相関域は太平洋・アメリカ域に限られて

いるが、以後の期間ではENSOに伴う亜熱帯ジェ

ットの変動はインド洋域にも見られ、より帯状

の形状を示している。この他、アメリカ、ユー

ラシア大陸の大規模山岳の風下に負の相関が

みられる。各緯度・経度の地上気圧をNino 3.4 

の海面水温に回帰した図（図3）を見てみると、

北緯35度より北では山の西側で気圧が下がり

東側で気圧が上がっており山に働く力が変化

している。このことから1978年以降の中高緯度

に見られるENSOテレコネクションはロスビー

波列によるものではなく亜熱帯ジェットの変

動がロッキー山脈、チベット高原と相互作用す

る事により生み出されたものである可能性が

考えられる。 

 

結論 

以上から1970年代後半の太平洋レジームシフ

ト以前ではENSOの影響は亜熱帯でのロスビー

波の励起を通して中緯度に現れるが、それ以後

の期間では亜熱帯ジェットの変化とそれに伴

う大規模山岳との相互作用の結果として中緯

度に現れると考えられる。 
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図１． 冬期平均の Nino 3.4 の海面水温と各緯度・経度の 500、150、50hPa

高度との相関係数。上段は 1978 年以前、下段は 1978 年以後。等値線は 0.15

置き、陰は負値。 
 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2． 図 1 に同じ、ただし Nino 3.4 の海面水温と 200hPa 東西風との相

関係数。太線は地形の高度 2000m の等高線を示す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３  図 1b に同じ、ただし Nino 3.4 の海面水温に回帰した地上気圧。（左）

ユーラシア域、（右）アメリカ域。 黒塗りは高度 1000m 以上の地形を示す。 
 


